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2011年 3 月11日に発生した東日本大震災から 1 年が経過

した．マグニチュード9.0の巨大地震やその後の大規模津波

による深刻な被害，国際評価尺度でレベル 7 に相当する東

京電力福島第一原発の事故など，被災地を襲った数々の出来

事が今なお鮮明に思い出される．そして改めて「国民のひと

りとして自分は何ができるのか」を自問するとき，ボランテ

ィア活動や義援金への協力とは異なる「金属材料研究者とし

ての責務」について深く考えさせられることが多い．

震災発生当初，多くの警察官や自衛隊員，消防隊員が救助

活動や行方不明者の探索，道路や港湾などの復旧に従事し，

日本医師会も災害医療チームを被災地の病院や診療所，避難

所などに派遣した．これらの迅速かつ親身な支援活動は，困

難な状況にあった被災者から大いに感謝され，災害時に求め

られる技術と知識をもった彼らの専門性が最大限に生かされ

ていた．また，石巻日日新聞などの新聞社も，サーバーや輪

転機の流失のためにマジックペンによる壁新聞での発行を強

いられながら，1 日も休刊することなくライフラインの復旧

状況や避難所での生活関連情報を伝え，公共的存在としての

新聞の責務を十二分に果していた．このような専門家ならで

はの貢献の仕方を目の当たりにしたとき，果して大学や企業

で働く我々金属材料研究者は，どのように被災者や国民の期

待に応えることができるであろうか．

本小特集では，「震災 1 年を機に考える今，これから我々

ができること」を共通テーマに，合計 6 名の方に解説記事

の執筆を依頼した．第 5 分科(社会基盤材料)の守備範囲で

あるインフラやエネルギー関連材料に関する解説だけでな

く，ロボット技術や発電システム技術，セラミックス，超伝

導材料分野の取り組み例を紹介し，併せて金属材料研究者へ

の提言もして頂く工夫を凝らした．

淺間 一氏(東京大学)には，機械分野の震災対応，特に災

害ロボットの投入や成果について解説頂いた．高放射線環境

下での倒壊建造物内の調査・診断・修復という極めて困難な

ミッションを遂行するためにはさらに高機能な材料が必要で

ある，との指摘は我々も肝に銘じておく必要がある．

中尾 航氏(横浜国立大学)には，破壊靱性の低い構造用セ

ラミックスで発生した亀裂や傷を自己治癒して，強度や構造

健全性を回復する技術について解説を頂いた．これが金属材

料に対して実現できれば，使用部材の過度な厚肉化を図るこ

となく，耐震設計基準を十分に満たせるようになるに違いな

い．

大関 崇氏(産業技術総合研究所)には，太陽光発電システ

ムの技術開発の最新動向，今後の課題について解説頂いた．

震災を機に我が国のエネルギー施策の在り方が問われるな

か，太陽光発電のもつ可能性を把握し，普及に向けた課題を

知っておくことは我々にとっても有益であろう．

熊倉浩明氏(物質・材料研究機構)には，先進超伝導材料の

開発，今後の課題について解説を頂いた．長距離直流超伝導

送電やサハラソーラーブリーダー計画を実現する鍵となる超

伝導線材を安価に製造できれば，我が国のみならず世界中で

電力の安定供給が図られるものと期待される．

木村晃彦氏(京都大学)には，原子力分野における先進鉄鋼

材料の開発について解説頂いた．酸化物分散強化鋼に対する

照射の効果を科学的根拠に基づいて理解，挙動予測するだけ

でなく，非常時を想定した材料挙動予測技術の開発について

も重点的に実施すべき，との提言をされている．

津l兼彰氏(物質・材料研究機構)には，震災復興に向けた

インフラ整備を念頭においた今後の鉄鋼材料の在り方につい

て解説を頂いた．「経済性と環境性を備えた災害に強いまち
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づくりを実行するための高い技術力を我が国はすでに持って

いる」，「損傷メカニズムの解明は，安全安心とともに夢の材

料を生み出し我々の社会を豊かにする」との指摘に励まされ

る方も多いかもしれない．

本小特集によって，ひとりでも多くのまてりあの読者の方

に，今回の震災を乗り越えて日本が引き続き飛躍するための

希望やパワーを感じて頂ければ幸いである．
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